
（別紙４）

○事業所名 リエゾン門前仲町

○保護者評価実施期間 2025年10月16日 ～ 2025年10月31日

○保護者評価有効回答数 （対象者数） 60 （回答者数） 14

○従業者評価実施期間 2025年10月16日 ～ 2025年10月31日

○従業者評価有効回答数 （対象者数） 4 （回答者数） 4

○訪問先施設評価実施期間 年　月　日 ～ 年　月　日

○訪問先施設評価有効回答数 （対象数） （回答数）

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　12月　16日

○ 分析結果

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1 ・楽しく運動に取り組むことができる

・毎週異なる内容を行いメニューが豊富なため、様々な運
動に触れることができる。

・苦手意識を持ちやすい運動は動作を分けて、ゲーム性を
取り入れて行うことで楽しみながら挑戦することができる。

・レッスンで行う内容が１年通して決まっているため、保護
者様からご要望を受け、すぐに実行することが難しい場合
がある。その場合はご自宅で行える内容や今後行う内容
で取り入れることが可能な場合は変更しながら実施して

いく。

2 ・設備・道具の充実

・ガラス越しに保護者様が見学できるスペースがあるた
め、保護者様とお子様が安心して取り組める環境になって

いる。
・様々な道具が揃っており、お子様の興味を広げることや

お子様１人１人に合わせた支援が行える。

・保護者様が見えることで母子分離が難しい場合がある。
安心して取り組める環境づくりや内容の工夫に加え、見
学スペースのドアの開け閉めによる怪我が起きないよう

注意していく。
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事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 ・外部との連携が少ない
・他事業所やお子様が通う幼稚園、保育園との関わりが

少なく、事業所以外でのお子様のご様子を把握できていな
い。

・相談支援事業所と密に連絡を取り合い、事業所以外で
のお子様のご様子や保護者様のお困りごとなどをヒアリ

ングし、事業所内で行えるサポートをしていく。
・地域で開催されている事業所連絡会などにも積極的に

参加していく。

2 ・スタッフの専門性の質 ・STやOTなどの専門的な資格保持者がいない。
・ミーティングやケース会議などを通して、適切な支援方
法を話し合い、実行していく中で改善を繰り返し、常に模

索していく。
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